








川崎病患者に見られる血管病変の成立や進行には、血小板機能の亢進や、好中球が血管壁

に付着し、細胞障害性を示す事が一つの原因となっていると考えられる。一方、イソタク

トγ－グロブリンの大量療法が臨床的に有効である事が報告されている。広島市民病院小

児科に入院した川崎病患児 25 名を対象に、アスピリンを急性期に 30～50mg/㎏/日、解熱

後は 10mg/㎏/日を投与したものをアスピリン群とし、その中 3名については更にインタク

トγ一グロブリン440～500mg/㎏/日を3～5日間連日投与したものを大量γ-グロブリン群

とし、延べ 44 回の好中球機能検査を行なった。対照として Age-matched control(AMC)及

び健康成人の好中球を用いた。又、検査結果の解析は図 1に示す病期分類に従って行ない

、経過中の冠動脈病変については 2Dimension Echo(2DE)所見により、拡大又は冠動脈瘤形

成を認めたものを 2DE(＋）詳、2DE 所見で異常を認めなかったものを 2DE(－)群とした。 


